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★ 本物のトップ・ベーシスト＆元祖ベースの革命児 ★

　1972年にチック ・ コリア等と結成した伝説のグループ “ リターン ・ トゥ ・
フォーエヴァー ” の登場はジャズ史に残る衝撃となり、 スタンリー ・ クラー
クの名はその驚愕の超絶技巧と共にジャズ ・ シーンを席巻した。 アコース
ティック ・ ベースとエレクトリック ・ ベース両方を弾きこなすベーシストの存
在は今でこそ珍しくなくなったが、 スタンリー ・ クラークは正にその元祖＆
革命児と呼べる存在で、 “ リターン ・ トゥ ・ フォーエヴァー ” 以降の活躍ぶ
りも輝かしく、 ジャズだけでなく様々なジャンルを通じて大活躍している。
　昨年 4月にレニー・ホワイト、 上原ひろみとのトリオで 『ジャズ・イン・ザ・
ガーデン』、 今年 6月には 『スタンリー ・ クラーク ・ バンド フィーチャリン
グ 上原ひろみ』 と立て続けに話題作をリリースしている。 そんな本物のトッ
プ ・ベーシスト、 スタンリー ・ クラークが来日直前に取材に応じてくれた！
　　　　　　　  　【2010年 11月　取材協力 ： Toshi Sakurai / 文 ：加瀬正之】

チャーズとのバンド＝ニュー ・ バーバリアンズでの活動等、 素晴

らしいキャリアを誇っていますが、 これまでのキャリアの中で一

番印象に残っているのはどのバンドやグループですか？

　一番エキサイティングだったのはマジソン ・ スクエア ・ ガーデ

ンでローリング ・ ストーンズと共演した時だね！　ギグの前の晩、

ギグの最中、ギグの後、どの瞬間も本当に最高だったよ！ （笑）

★ベースを弾き始めたのはいつ頃ですか？　ベースを始める前

に他の楽器を弾かれていたのですか？

　ベースを弾き始めたのは 12歳の頃で、 ピアノも弾いていた。

あと、 母親が歌手だったから私も歌を歌っていたよ。

★あなたのウェブサイトであなたにとってのベースのヒーローは

チャールス ・ ミンガスやスコット ・ ラファロと書かれているのを拝

見しましたが、本誌 『The Walker’s』 の由来でもあるべーシスト、

リロイ ・ヴィネガーについてはどう思われます？

　私が若い頃、 初めてニューヨークにやって来た時にリロイのプ

レイを見たけど、 凄まじいほど力強いべース ・ プレイヤーで私も

好きだった。 実際に彼の手は大きくて力強くて凄かったね。

★アレンビック (Alembic) のエレキ ・ ベースはあなたの名前と共

にとても有名で人気がありますが、 あなたが所有しているアコー

スティック ・ベースについて教えて下さい。

　今は 7本のアコースティック ・ ベースを持っている。 一番気に

入っているのはビル ・ コスビー ( ＝有名なコメディアン /TV プロ

デューサー / 作家 / 俳優 ) がくれたベースだよ。 彼は亡くなった

ベース ・ プレイヤーたちの楽器をコレクションしていて、 その中

からチャールス ・ ミンガスが使っていた 300年もののベースをく

れたんだ。その他に 200年くらいの年季が入ったドイツ製のベー

スもとても気に入っている。 私が初めて自分でアコースティック ・

ベースを買ったのは 19歳の時だった。 ある晩、 地元フィラデル

フィアの通りを歩いていたら、 一人の男がアコースティック ・ベー

スを担いで走って来たんだ。彼はそのベースを売りたがっていて、

それで 200 ドルくらいで買い取ったんだよ。 そのベースで基礎を

身に付けて、 その後 1000枚くらいのレコードでそのべースを弾

★いよいよ 11月下旬から上原ひろみ (p) とレニー ・ ホワイト

(ds) と一緒にあなたのトリオで来日ツアーが行われますね。

　これまでに何度も訪れているけど、 また日本に行けるのはとて

も嬉しい。 それに今回私とレニーにひろみが加わった形でプレイ

できるのは本当に特別に感じているんだ。 ひろみがどれだけ日

本の多くのファンに愛されているか知っているし、 私も大好きだ

からね。 最高のプレイが見せられるはずだよ。

★最新アルバム 『スタンリー ・ クラーク ・ バンド ・ フィーチャリン

グ上原ひろみ』 もとても好評で、 素晴らしい作品ですね。

　これまでの 6年間はラスラン ・ シロタ (key, synth)、 ロナルド ・

ブルーナー Jr. (ds) と私でバンドを構成していたんだけど、 今回

ひろみがレコーディングだけでなく、 私たちのツアーにも参加して

くれたことはとても幸運に感じているし、 彼女がバンドの重要な

火付け役となってくれたんだ。

★彼女と最初に出会ったいきさつと共演の経緯を教えて下さい。

　デイヴ ・ ラヴというレコード会社の重役がひろみを私に紹介し

てくれて、 YouTube で彼女の演奏をチェックしてとても気に入っ

たんだ。 それで、 ひろみと共演したこともあって彼女を絶賛して

いたチック ・ コリア (p) とも話したんだよ。

★あと、 最近のあなたの活動で 2人のべーシスト、 マーカス ・

ミラーとヴィクター ・ ウッテンとのユニット＝ S.M.V. も素晴らしい

ですが、 2人との共演はいかがですか？

　あのバンドはヴィクターのアイデアから生まれたんだよ。 私が

ヴィクターに初めて会ったのは彼が 7~8歳の頃で、 マーカスと

初めて会った時は彼が 15歳の時だった。 そんな 2人も今やと

ても大きな影響力を持つ凄いミュージシャンになって、 今こうして

一緒にバンドとして共演していることは本当に素晴らしいね。 そ

れに、 正に彼らが当時こうなりたいと語っていたことが実現して

いることを目の当たりにしているんだからね！

★あなたはこれまでにリターン ・トゥ ・フォーエヴァーやジョージ ・

デューク、 ジェフ ・ ベックとのユニット、 ロン ・ ウッドとキース ・ リ
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いたんだ。 今でもまだ大事にしているし、 活躍しているよ。

★あなたはたくさんの若いベース ・ プレイヤーにとっての憧れの

ヒーローですが、 ベースを弾く上で大切なことを教えて下さい。

　一番大切なのは教育や理解力だけど、特に自分自身でベース・

プレイヤーとして目標を持つことだね。 それには努力を重ねてど

んなタイプの音楽を演奏したいか考えることも大切で、 目標を達

成するためにはしっかりとした基礎を身に付けることも重要だね。

★現在の世界のジャズ ・シーンをどう思われますか？

　世界各地様々で、 世界全体のレベルで答えることは難しいけ

ど、 常にジャズ ・ ミュージシャンがいて、 各地でコンサートも行

われていて、 いつも楽しまれていることは素晴らしいと思ってい

る。 ルイ ・ アームストロングが活躍していた時代以前にまで遡っ

て、 ジャズはとても豊かな伝統を持っているしね。

★音楽以外の趣味は何ですか？

　私が住んでいる場所は山々に囲まれているから、 近所をハイ

キングしたり、 自然の中で過ごしたりしてアウトドアを楽しんでい

る。 私にとって子供たちみたいなたくさんの犬も飼っているんだ。

★このインタビュー記事に掲載されているあなたの写真を撮ってく

れた LA 在住の日本人で、 あなたと一緒に仕事をしているプロの

写真家トシさん (Toshi Sakurai) についてコメントを頂けますか？

【★ P16に Toshi Sakurai さんの情報が掲載されています！】

　トシは本当に素晴らしい写真家で、 常にプロフェショナルでとて

も頼りになる男だよ！

★新たなレコーディングの予定はありますか？

　今ちょうどクラシックのべース ・ アルバムを作っていて、 これか

らバッハのチェロ組曲を何曲かレコーディングすることになってい

て、それと、私にとって 2作目となる映画作品を手がける予定で、

その作品には私が過去に手がけた映画からの音楽が含まれる

んだ。あと、私自身『Roxboro Entertainment』という新しいレコー

ド会社をスタートさせているんだけど、 これから 4組のアーティス

ト≪＝サニー ・ パクソン (Sunnie Paxson)、 ケナード ・ ラムゼイ

(Kennard Ramsey)、 ロイド グレゴリー (Lloyd Gregory)、 ラス

ラン ・ シロタ (Ruslan Sirota) ≫のアルバムがリリースされる予

定なんだよ。 サニー ・パクソンは私のツアーにも同行して、 ハー

ヴィー ・ メイソンやマイケル ・ パウロ、 エヴァレット ・ ハープ、 セ

コウ ・ バンチ、 ジョン ・ パティトゥッチ等とも共演しているんだ。

彼女の楽曲やパフォーマンスは映画や ABC, NBC, CBS 等のテ

レビ番組でもよく流されているんだよ。 ケナード ・ ラムゼイは世

界的に有名な映画作曲家で、 様々な映画やテレビ番組、 コマー
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シャル等の分野で活躍している。 ロイド グレゴリーはサンフラン

シスコ / ベイ ・ エリアの音楽シーンで長年も活躍している有名な

エンタテイナーで、元々ザ・バラッズ、ナチュラル・フォー、ジェシ・

ジェームス等のアルバムにも参加していたように R&B シーンで

活躍していたこともあって、 クラシックなソウル ・ ミュージックを彷

彿とさせるサウンドを持っている。 サンフランシスコ / ベイ ・ エリ

アでは様々な賞も受賞しているんだ。 ラスラン ・ シロタは 14歳

の時にジャズに出会って、 16歳の時にイスラエルで人気があっ

たジャズ ・ フュージョン ・ バンド＝コンフュージョン (Confusion)
でキーボードと wunderkind という楽器の奏者になったんだ。 そ

れから、 18歳の時にバークリー音楽大学のオーディションを受

けて奨学金を得て、 2000年 1月にボストンにやって来た。 バー

クリー時代は地元のミュージシャンたちと R&B やファンク、 ソウ

ル・ミュージックを演奏して、その後 Wally's Jazz Cafe のハウス・

キーボーディストになって、 2004年に私のバンドに参加するの

を機に LA に移ってプロとしての活動をスタートさせたんだ。 それ

以来、 私以外にもデニス ・ チェンバース、 ニーヨ、 マーカス ・ ミ

ラー、 チック ・ コリア、 シール等とも共演を重ねて、 今はまもな

くリリースされる予定で、 ゲストとして私やチック ・ コリア、 ジョー

ジ ・ デュークがフィーチャーされる彼のデビュー作の作業に集中

している。 また、 彼は世界各国の教師や学校から選ばれた音楽

科の生徒たちに奨学金を与えてもらえるよう推奨する非営利団

体 「Magic Music Foundation」 の公式推奨者でもあるんだ。

★あなたのミュージシャンとしての夢は何ですか？

　私の夢は究極にヤバ過ぎる (="too X rated”) ミュージシャンに

なることかな。 これは日本でコンサートに来てくれたみんなの前

では言えないし、子供たちに読んで欲しくないんだけどね…（笑）。

★最後に 『The Walker’s』 読者にメッセージをお願いします。

　みんながコンサートを見に来てくれるを楽しみにしているよ！　

私たちのツアーを思う存分楽しんで欲しいね！

レニー・ホワイト＆上原ひろみとの最強トリオ作品！

ユニバーサル ・ ミュージック：UCCT-1212
￥2,500 (tax in)
Now On Sale!

ジャズ ・ イン ・ ザ ・ ガーデン 
スタンリー ・ クラーク

スタンリー&上原ひろみによるプロジェクト第 2弾！

ユニバーサル ・ ミュージック：UCCT-1221
￥2,500 (tax in)
Now On Sale!

スタンリー ・ クラーク ・バンド 
フィーチャリング 上原ひろみ 

スタンリー ・ クラーク

　【The Official Website of Stanley Clarke】　⇒　http://www.stanleyclarke.com
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